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本校では「産業社会と人間・産業理解Jの授業を生徒の実態や社会での必要性に応じて、授業内容

を見遺し改善を行っている。本年度の取り組みにおいては、特に「作文による振り返り指導j に重点

をおいき、作文を書くことでより深く自分と向き合うことを呂指した。この取り組みについて重点的

に述べる。
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1.はじめに

本校での「産業社会と入院・産業理解j は、総合学科

原問題修科自である「産業社会と人間j と、それを檎完

する授業として研究開発された f産業理解Jを合わせた

捜業である。 r産業社会と人間j は「自己を知り、自己

の生き方を探る。社会を知り、自己と社会の関係を知る。

そして今学ぶべき学習を自分で選択するj ことを、 「産

業理解Jは「産業と社会のかかわりや産業のしくみなど

を学び、他者から自己への働きかけを促すj ことを目的

にしている。本校では、この「産業社会と人間・産業理

解J (以下、産社産理と略す)において、生徒が正しい

自己選択・自己決定ができるように促すことで、生徒自

身のライフプランを確立させ、それの実現のために必要

な学習、現時点では2年次・ 3年次で学習する科目選択

ができるように、産社産理の授業内容を考えている。

2.今年度のr産業社会と人間・産業理解jのねらい

一作文による振り返り指導ー

この科目は、 一年次の担任制担任8名とプラス l名で

担当しており、新担任問が決定次第、内容の協議・検討

を行う。産社産理の授業の意味を「自分が生きていくた

めの価値観を持つ、自分の将来について積極的に考える、

そのために産社産理があるJ と考え、今年度のキーワー

ドは「価値観」とした。年間計画の中心となるものは、

ほぽ例年にならい①コミュニケーション・キャンプ②

菜園作り ③職場体験 ④日本銀行・東京証券取引所見

学 ⑤福祉体験 ⑥筑波大学見学 ⑦特別支援学校との

交流会 (科呂選択予備調査・本調査)ライフストーリー

・ライフプランの作成、とした。年間計画とそれぞれの

実践内容は<資料 1><資料2>を見ていただきたい。

そしてさらにワ年間頑張ったこと、取り組んだことJ
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を日に克える形で全員等しく分かる形にして残したいと

考え、授業単元が終わるごとに文章にまとめさせること

にした。

そこで今年度は各段業単元が純了したときに活動を娠

り返るための作文を審かせる取り組みを行った。これは

生徒が活動を過して何を感じ、何を考えたかについて

800字程度の作文を響くことでより深く自分と向き合う

ことを目指したものである。これまで活動についての簡

単な感想を書くことは課していたが、このような作文に

よる振り返りを実施したのは初めてである。 22年度で

は表 1に示す12回の作文を課した。

表 1 振り返り作文課題一覧

日付 課題内容 字数

4/21 3ミュニトションれンt振り返り 800字

5/18 講演会(ゲニエ材一時氏) 800字

6/18 ライフストーリー 800字

7/20 菜園作り振り返り 800字

8/5 職場体験振り返り 800宇

9/1 日銀・東証見学振り返り 800字

9/15 福祉体験振り返り 800字

10/20 筑波大学見学振り返り 800字

10/25 交流会振り返り 800字

12/11 私の時間割 400字

1/11 私のライフプラン 1600--2000字

2/4 環境と産業振り返り 600--800字
一

この取り組みによって当初期待された呂的がどの程度達

成されたかについては実際の作文やアンケートなどを詳

しく分析する必要がある。現在その分析のための方法等

について検討しており、それらについては別の機会に報



告することとし、本稿では簡単な概要の報告にとどめる。

この指導に関して年度末に次の項目についてアンケー

ト識査を実施した。

①振り返り作文を書くことで、学習内容や活動内容を

改めて見つめなおすことができた。

②入学時よりも、数百字の作文を書くことに対する抵

抗感が減少した。

③入学時よりも、自分の患いを文章で表現することが

上手になった。

回答はいずれも

そう怒う、ややそう思う、

あまりそう忠わない、そう思わない

の4つの選択鼓とした。

①の髄問についてはほぼすべての生徒が、そう思う

(46%)またはややそう思う (46%) を選択している。

このことから作文を書くことで一定程度は振り返りの効

果があったと推鍛されるが、生徒による振り返りの程度

や深度、授業者の期待する考察にまで及んでいるのかと

いったことについてはこの結果だけでは判断できない。

今後生徒が惑いた作文などを十分に分析する必要がある。

②の質問についてはおよそ4人中3人がそう思う(39%)

またはややそう思う (35%)を選択している。この作文

指導では文章を醤くことに対する苦手意識や抵抗感を低

減させたいという意図もあった。本校では2年次以降総

合的学習の時間や卒業研究を通して、報告書や論文を書

く機会が多くある。 I年生の段階で文章を書くことにつ

いて抵抗感を減らすことができれば、 2年次以降の学習

にプラスとなる。当初作文を響くことを負担に感じる生

徒が多いことが予慰された。そのため作文の護き方につ

いての指導も必襲であると考え、作文 2"'-'3回に 1回程

度の醤き方指導の時間を設定する予定であった。しかし

実瞭には4月に i度だけ設定することができたが、それ

以降はできなかった。この指導がもう少し充実できれば

生徒の文章を議くことに対する意識もさらによい方向へ

向かわせることができたのではないかと考えられる。

③の質問については7部程度の生徒がそう思う(19%)

またはややそう患う (50%) を選択している。自分の考

えを表現する力の育成も作文指導で期待した面の1つで

あった。この点につでももう少し丁寧な指導ができてい

ればより一躍生錠の力を引き出すことができたであろう。

いずれにせよ簡単なアンケート結果であるのでこれを

もって指導の評舗とすることはできない。

十分な評綴は今後の課題とするところであるが、この
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活動の成果として lつだ、けはっきりとした事実がある。

それは生徒が活動の総括を自分の言葉で表現しなければ

ならなかったということである。このことで生徒一人一

人が確実に活動をもう一度 f思い出す」必要があった。

「振り返るj ためにはその第一段階として「思い出す」

ことが必要である。この課題は未提出が許されないから

自分の責任においてその思い出したことを書くことまで

は全員ができたということがいえる。

産業社会と人間においては色々な人の意見を陪く中で

自分の考えを見直すことも重要な課題の1つとなってい

る。作文を書くことで振り返りを促すことはできると考

えられるが、それだけだと自己完結で考察が終了してし

まい多様な視点から物事を考えることが制限される。産

社の活動としては作文を書いた後に、生徒同士で考えを

共有したりディスカッションなどの場面があるとさらに

効果的であったのではないだろうか。

3.今年度の取り組みに対するアンケート結果と考察

今年度の産社産理の取り組みについて、アンケート調

査を実施した。(振り返り作文に関する質問は前述2で

述べたとおりである。)

回答はいずれも

そう忠弘ややそう思う、

あまりそう思わない、そう思わない

の4つの選択肢とした。項呂は以下の通りである。

① 入学時よりも、自分自身について、しっかり見つ

め直すことができた。

② 入学時よりも、自分のこれからの人生どのように

いきていくかについて考えることができた。

③ 入学時よりも、社会の現実・現状について《新た

に知ることができた。

④ 入学時よりも、現実の社会の中で働くことへの意

欲がわいた。

⑤ 入学時よりも、他人の意見に積極的に耳を傾ける

ようになった。

⑥ 入学時よりも、自分の思いを積極的に他者に伝え

るようになった。

⑦ 入学時よりも、現実社会の出来事に対して、問題

意識をもつようになった。

①の質問についてはほぼすべての生徒が、そう思う

(57%) またはややそう思う (40%) を選択している。

特に彰響を与えたと思う授業としては、 Yライフプラン

の作成j が特に多く、続いて「科自選択の本入力Jがあ



げられていた。ライフプランを書くためには、今までの

自分を見つめ直す必要があり、これから何をすべきか、

またそのためには今学校でどのような勉強をすべきかし

っかり考えることができたようである。

②の質問についても抵ぼすべての生徒が、そう恕う

(57%)またはややそう思う (37%)を選択している。

特に彰饗を与えたと患う授業としては包とほぼ同じで、

fライフプランの作成J r科目選択の本入力j があげら

れていた。 rライフプランを書くことで、自分のことを

深く考えることができ、目標が決まり、そのためにどの

ような人生にするか計画することができたj という感想

もあった。また「警けないと患っていたライフプランが

きちんと書けるようになっていたj といった感想も多か

ったことから、 1年間の産社産理の授業を受けたことで、

自然に自分について考えることができるようになってい

たようである。

③の質問についても抵ぼすべての生徒が、そう思う

(39%) またはややそう思う (53%) を選択している。

特に影響を与えたと思う授業としては、 「これからの社

会を考える (DVD:世界が100人の村だったら)J r環
境と産業J r福祉入門日本銀行・東京証券取引所見

学J r特別支援学校との交流会J' r職場体験Jがあげら

れていた。 r知らなかったことを知れた、視野が広がっ

たjという意見が多く、その中でも f学校にも行けず働

いている子どもたちがいるという世界の現実を知ったj

f自分が楽して暮らしている一方でいろんな人たちが頑

張っていたり苦しんでいる、人ことで、はないと思ったJ

といった貧富の差、戦争、環境問題をあげていた生徒が

多かった。厳しい現実を知り、ショックを受けている生

徒も見受けられた.そのzショックを受け止め、どのよう

に解決すべきか、主体的な行動に移していってくれるこ

とを期待したい。

④の質問についてはこれまでとは異なり、 8a1J弱の生

徒が、そう思う (32%)ややそう患う (44%) と答え、

2割の生徒があまりそう思わない(号0%) と選択して

いる。影響を与えたと思う授業としては、 「職場体験J

r f:士事発見ガイダンスj があげられている。職場体験に

おいて、働く人たちのいきいきしている姿を自にして自

分もそのように働きたいと，思ったり、体験してみて楽し

さを感じたり、またやりがいのある仕事を見つけたいと

思う一方 fまだ自分の未来がイメージできていないJr現

実の厳しさを知ってしまったJ r考えすぎてわからなく
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なってしまったj といった感想も少なからずあった。し

かしこれは、産社産理の授業を真面呂に受け考えたこと

によって、色々な問題点や不安が生じ、自分の将来につ

いて簡単には決められないといった状態になっていると

思われるので、今後肯定的な考えに向かうことを期待し

たい。

⑤の質問については85%の生徒が、そう思う (38%)

またはややそう患う (47%)を選択している一方、あま

りそう患わない 00%) を選択している生徒も 1割い

た。影響を与えたと思う授業としては、 「コミキャン

fダニエルカール氏講演J r磁祉入門J r特別支援学校

との交流会J rライブプランの作成科目選択ガイダ

ンスと授業見学、卒業研究発表会見学Jがあげられてい

る。 r自分とは違う考えを持つ人の舗を!環き、その人の

ことを深く知ることができたJまた「相手の話は耳を鱗

けて絡手を理解しようと努力するようになり、さらには

自分の考えも持てるようになったJという感想もあった。

地者を理解することで、自分を理解することになった良

い例ではないかと患う。

@の質問について生徒は65%の生徒が、ぞう思う

(24%)ややそう思う (41%)を選択し、 35%の生徒

があまりそう恩わない (29%)そう思わない (5%)を

選択しており、否定的な回答も多く見られた。影響を与

えたと思う授業としては、 fコミキャンJ' rライフプラ

ンの作成j があげられている。 r患いを相手に伝えなけ

れば後で後悔すると知った、言ってあげる心の強さを必

要だと感じたきちんと筋の通ったことを言えるよう

になったJ rこれまで、は他人の意見に流されがちだ、った

が，努力して変わったJ r人と関わることで自分の意見

を他人に伝えるトレーニングができたJ というような肯

定的な感想と、 「まだ積極的とまではいかないJ r作文

には自分の意見を書くことが出来たが、 1他者へ伝えるこ

とはまだ難ししりと言った感想があった。作文のところ

でも述べたように、強制的に発表させる場が少なかった

ことで、まだ積極的に意見を述べる自信はついていない

かもしれない。

⑦の質問については、 8割の生徒は、管そう思う

32%)ややそう思う (48%) を選択しているが、あま

りそう思わないを選択した生徒も15%見られた。影響を

与えたと思う授業としてはこれからの社会を考える

(DVD:世界が100人の村だったら)J r環境と産業J

「福祉入門J r日本銀行・東京証券取引所見学J r職場



があげられており、当然ながら③の回答とほぼ同じであ

る。さまざまな問題があることを知り、どうすればよい

のか考えたといった意見が多かった。 rt可か行動を起こ

さなければならないと思ったJ r福祉に関する開題はど

のようなことがあるのか考え、解決策を考え、親とも話

し合ったJといった生徒もいた。一方、現実社会にあま

り興味関心がない、現実味がないといった生徒がいるこ

とも現実であるが、この後の活動によって彼らも現実社

会に興味関心を持つようになることを期待したい。

4. おわりに

1年間の産社産理の授業を通して、生徒達は「自分が

生きていくための価値観Jを持つことができただろうか、

「何のために、何に向かつて何を学ぶべきかJを考えさ

せることは、自分は何ができるか、自分の個性に合った

職業は何か、今社会はどのような問題を抱えているか、

ということを考えさせることになる。産社産理を大きく

とらえると、 「人間は生きていかねばならない，そして

そのためには自分が社会のために役立つ人間にならねば

ならないJことを認識するためにあるのではないかと思

う。自分をとりまく社会状況や環境問題について学んだ

ことで、日本、さらには世界、そして地球、 lつしかな

い地球の土で人間は生きており、一人に一つずつの命を

持っていることを感じてほしいと思う。そして我々教員

は、生徒一人一人の儲性や進路に対応した学習が可能に

なるように、産社産理の授業をこれからも考え、改善し

ていく必要があると思う。

く資料 1>
H22産業社会と人間・産業理解 本年度の実践内容

1.コミュニケーションキャンプ

2. 菜園づくり

3.職場体験

4. 東京証券取引所・日本銀行見学

5.福祉体験

6. 筑技大学見学

7.特別支援学校との交流会

8. 科目選択ガイダンス、科目選択予備調査および本調

査

9. ライフストーリー・ライフプランの作成

1. .コミュニケーションキャンプ

主題:自分をみつめる

書記当 :6時間

場所:黒姫ライジングサンホテル3泊4日
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内容:アイスブレイク・マウンテンバイク(ホテル→

野尻湖l周→ホテル) ・森散策

目的1.新しく知り合った新入生159名の仲間との

友情を培う。さまざまな性格・個性を持った友

人とのふれあいの中で、他者を知り、自己を知

るとともに、互いに尊重、協調して生活する基

盤を作る。

2. 総合学科における学習姿勢について学ぶ。

将来の職業選択を視野に入れながら、主体性を

持って、学習に取り紐む心構えを身につける。

そして、総合学科における生活・学習体制を学

び、 f自ら考え、自ら学び、自ら行動するj と

いう基本姿勢を理解する。

3. 黒姫高原の自然に触れ、人間と自然環境が

調和して生活することを学ぶ。黒姫高原での様

々なアクティピティ(活動)を通して、自然の

厳しさ、美しさを体験し、人と環境とが講和し

て生きることの大切さについて考える。

2. 菜翻っくり

主題:何を学ぶか、どう生きるか

配当 :6時間十放課後や始業前(生徒各自での作業)

ねらい:

1 )毎日食べている食料の重要性に気づき、食料を大

切にする心を育む。

2)自分の区画を持って栽培することで、責任感を育

む。

3)菖の生長にあわせ、自己の将来についてしっかり

考えられるようにする。

内容:

1 )事前準備:各クラスを 8人5斑に分け(各班で班

長を決める)、野菜苗を定植する日の前日に放課後、

班長に作業内容を指示

2)嬬づくり定植作業:生徒一人ー人が自分の区画を

もち(約 2ぱ)、 トウモロコシ苗 (4本)、エダマ

メ苗 (6本)を定植。水ゃりゃ除草は、各自が始業

前あるいは放課後に行う。

3) 収穫:夏季休業直前に収穫を行い、各自、自宅に

持ち帰づて試食する。

3. 職場体験

主題:社会の中で生きること

配当 14時間十実際に行った体験時間(基本 l日)

内容・ねらい:

1)事語学習



①「犠業発克ガイダンス異体的な職業について

の知識を広げる

② fマナー講座職場体験に向け必要最抵躍のピ

ジネスマナーを知る。

③「社会人講話議場体験先の担当者による講話

から、職業緩や勤労観について生徒の意識向上を

はかる。

2)職場体験事前学習で得られた知見を、実際の職

場体験先で生かす。

3 )ふりかえり(報告会事前学習ならびに機場体

験によって得られたものをグループで撮り返り、体

験した仲間との人間関係を作り上げることが出来た

か、実際に働くことにより仕事に就くこととはどの

ようなことなのかを考えたか、などをグループごと

に発表した。

学習の様子や成果等:

職業については遠い未来のことのように感じていた生

徒だが、事前学習を含め職場体験をすることにより、社

会の一員として意識できた生徒が多数あった。仕事をす

る大変さを実感し、働く人の立場にたって物事を考える

力を習得したのではないだろうか。

4.東京証券取引所・日本銀行本底見学

主題:社会の中で生きること

配当 :8持関

内容・ねらい:

1 )事前学習:現代社会を構成する社会基盤として金

融システムをとらえ、その一端として証券取引なら

びに日本銀行の役割の概要を理解する。

2)訪問見学:事前学習で得られた知見を、東京証券

取引所・日本銀行本腐を実際に訪れ、その空間やそ

こで営まれる活動に触れることで現実的な感覚とし、

そうした経済活動の中で、生きていく未来の自分につ

いて想像するきっかけとする。

3) ふりかえり:事前学習ならびに訪問見学によって

得られたものを意識的に振り返り、人々の経済活動

を基盤として成立している現代の産業社会と自らの

接点を考え、また、その中で生きる未来の自分につ

いて考える(作文)。

学習の様子や成果等:

生徒の日常とは大きく異なる空間への訪問見学であり、

適度な緊張感を持って生徒は活動していた。また一方、

自分たちが経済活動の主体であり、その延長線上に金融

も存在するということを知り、自らを産業社会の一構成
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員として意識できた生徒も多数あった。しかし他方、単

なる遠足として訪問見学を終了してしまった生徒もあっ

た。学習としてのより明確な意識づけのために、さらな

る改善が必要であろう。

5. 播祉体験

主題:地者を知り、自分を見つめ誼し、理解する。

配当:6時間

内容・ねらい:

1 )事前学習:人がもっ社会的なバリアを解消してい

く活動が社会福祉であることを理解する。社会福祉

との出会いとして、 f陣轡J とは何かについて 1C 

F (鴎際生活機能分類)を用いて考える。

2) 福祉体験:陣替のある方の講話、楢祉体験を通し

て社会的バリアについて考える。視覚障審、肢体不

自由の方の講話およびアイマスク体験、車イス体験。

3) ふりかえり:講話・体験を過して社会的バリアに

ついて考えたことをまとめる。(作文)

学留の様子や成果等:

ほとんどの生徒がこれまで隣審のある人と出会ったこ

とはなく、今関の操業が陣審のある人との出会いであっ

た。そのため、 f障害Jとは何なのか社会的バリアとは

侭なのか講義を行ってから当事者の講話、障害の擬似体

験を行った。比較的想像しやすい視覚障害、肢体不自由

であったが、当事者の講話では、想像の及ばないところ

まで話してくださり、新たな発見があったのではないだ

ろうか。

6.筑波大学見学

主題:何を学ぶか、どう生きるか

配当 :9時間

内容・ねらい:

1 )事前学習:線大学である筑波大学の概要を知り、

上級学校進学への意欲を高める。

2)訪問見学:筑波大学を実際に訪れ、大学の授業を

体験したり、筑波大学へ進学したOGの体験談を時

いたりし、上級学校進学と持続可能な学習意欲を身

につけるきっかけとした。

3)ふりかえり筑波大学って広い・大きいJ r大

学の先生ってすごいj などの感想が多くあったが、

「自分が強い意志で計画的に勉強していくことが大

切j などの感想を記している生徒もいた。



7.特別支援学校との交流企

主題:他者を知って自己を理解する

配当:3時間十事前指導 1時間十各クラスで準備

内容・ねらい:

1 )事前学習:降客のとらえ方について理解する。

障害を軽減するための方法について考え、知る。

特別支援学校についての概要を知る。

2)交流会準備:

A組:埼玉県立特別支援学校塙保己一学顕

B組:筑波大学附属聴覚特別支援学校

C組:筑波大学附属大塚特別支援学校

D組:筑波大学附属栂が丘特別支援学校

事前学習を元に、 「自分たちが現在できること、

将来できそうなことJを考えさせ、具体的な交流

内容を検討させる。

3)ふりかえり;事前学習、交流会準備、交流会か

ら得たことを振り返る(作文) 0 

学習の様子や成果等:

準備段階ではなかなか意見が出ず、担任主導で進む場

面もあゥた。やがて生徒から兵体的な提案がされるよう

になり、リーダーシップを取る生徒も現れるようなった。

振り返りの作文では『同じ高校生なのだ』という感想、が

多く寄せられた。多くの生徒にとって、障害ならびに樺

害者に対する理解が進む契機となった。

8.科目選択ガイダンス、科目選択予備調査および本調

査

主題:何を学ぶか、どう生きるか

配当:科目選択ガイダンス2時間，予備調査2時開.

本調査2時間(関連項目:系列ガイダンス，授

業見学，進路希望調査，三者面談など)

内容・ねらい:

1 )科目選択ガイダンス:

科目選択の方法、選択科目の説明を行う。高校

の時間割、科自選択の意味、高校で学ぶ科目につ

いて説明し、夢の実現に向けて自らの意志で自分

の時間割を作らねばならないことを理解させる。

(関連項目:系列ガイダンス、授業見学)

2 )予備灘査:

具体的に科自選択を行い、 2、3年次の時間割を

作成する。作成した履鐘計画はコンビュータを

使って登録する。入学して早々(1年次5月下

旬)に行うことで、総合学科の生捷としての基

本的な態度である自律を促す。
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3) 本調査:

科目選択について最終判断を行い履修登録する。

また自らが作成した時間割についてその意味や最

終判断までの気持ちの変化などをまとめた作文を

書く。高校の学びは直接卒業後の進路に大きく影

響を与えることを意識させ、自らの判新が自らの

将来を決めることを十分に理解させる。

(関連項目:三者面談(夏休み)，進路希望調査)

学習の様子や成果等:

総合学科に入学してくる生徒の中には、自分で学ぶ科

目を決めることができることに魅力を感じて，いるものが

多い。また科呂選択は直接的に自分の近未来 (2，3年

後)を決めることが明確に理解できるためすべての生徒

が真剣に取り組むことができている。本校では5月に予

備調査、 12月に本調査を実施することで比較的長時間

に渡って科目選択に対する意識を持たせるようにしてい

る。夏休みには三者面談を行い、保護者の意見と生徒の

意見の違いなどを知る機会も設けている。産業社会と人

間の授業の最も中心となる項目だけにこの授業を他の項

呂と上手く関連させることが課題となる。

9. ライフストーリー・ライフプランの作成

主題:何を学ぶか、どう生きるか。

配当:11時間

内容・ねらい:

1 )ライフストーリ一作成 (6月・ 2時間)

科目選択の予備入力後、適性検査や1学期の産

社の内容を振り返りながら、自分の興味や適性か

ら仕事や学問について考え、今後の高校生活につ

いて80Q字程度にまとめる。ライフプラン作成の

前段構として、現時点での自分の考えを記してお

く。

2) ライフプラン作成(12月・ 3時間十宿題)

科目選択の本入力後、将来の夢や希望を実現す

るために今後どのように生きていくかを1600;'"

2000字にまとめる。このライフプランを元に発

表会を行うため、わかりやすくまとめ、伝えるこ

乙を意識させる。事前学習として「ライフプラン

を考える意義」の講義や過去の発表を見た後、 l

学期に書いたライフストーリーや産社ファイルを

見直しながら構想を練っていく。

3)ライフプラン発表会(1丹・6時間)

各クラスで20人ずつ2回に分けて全員が発表す

る9



学習の様子や成果等:

授業当初から各単元後に800字程度の作文を奮いてい

るためか、 1600-2000字という字数にも抵抗感は薄い

ょうである。発表会のクラス代表4名は研究大会で発表

する予定。

<資料2>年間計麗

区分 会時騒の内容
学草書 月 日 主t量 員証元

皇室主土 盗塁壁 5鋳様 6善寺自盟 7&寺自在

ヰ lD-13 総会学科
E コミュニケーシ草ンキャンブ

オリエンテーシヨン

4 21 水 8分を見つめる
オリヱシ手ーション

3 
E量殺・重量尊重

Z韓関づくり
重~r.Ilづくり オリエンテーション

4 28 水 JIlr.ll 2 R-CAP m腿

5 12 水 系列ガイダンス1) 3 
料箆選択

系列ガイダンス①
オリ;工ンテーシ謹ン

5 19 水
伺を学ぶか、

系列ガイダンス③ 3 3長ヂiガイダンス③ 事毒菌選択についてどう生きるか

5 26 水 料自選択予備E書董 3草笛 3 
終盤選択/入力

JIl磁づくり

s 2 水
学んだことを

将来習を舞える① 2 これまでの量産社ふり車、えり ライフストーリー
伝える をつくる

6 g 水 将来を考える③ 3 仕事鎚.lガイダンス{総〈ことについて宥える〕

主辞
生きていくこと、'軸織 自 16 土

くこと
盗難と総決 3 ..のし〈み

自 23 水 11犠体量量権導① 2 マナー償援 耳障治体級.鍵

車量治体量量得導(2) 1.5 1.5 
線治体殿場E鋼

(役割分豊富・倹搬の.~匝)

社会の中で
社会人2書館 1.5 1.5 社会人1111重

~きること
ス~ディサポート(ベネッセ}8 4 

s 車.. 臨場Z正体・自駿緩ふ史り学返①り 3 調量り巡りレポート作成・線鐙重量
リエンチーシ謹ン

日
校舎の中で

東&'8益見学② 4 3匝m.凶餓質学
~寄ること

30 21 

g 1 水
社会の<tで

...正'8緩史学φ 3 3匝m.図車種ふりかえり
生きること

B 8 水 樋社体験① 3 箔t1I.:入門 tI祉a鑑
自分を見つめる

アイマスク体敏 単純子体験
9 15 水 tI栓体殴② 3 

(2クラス) (2クラス)
ふりかえり

日 29 水 筑波大学史学① 3 筑波大見学皐自信

1白 E 水
f可を学ぶか‘

筑波大学見学② 1.5 1.5 筑波大学見学・文学の先生の院議(18)
どう生きるか

1日 13 水 筑波大学見学③ 3 筑波文学史学ふりかえり

学
生きてい〈こと‘綴 10 20 水

働くこと
理院象について 2 上級学校進学のために必要なこと/求人累をよむ

10 27 水
役会の中で

社会の中の標題 1 2 学問と械業
生きること

11 10 水
何を学ぶか、

時間般を考える① 3 1 0 系列後難の見学(3.4時間呂) 進路指導主事IUI
どう生きるか

11 17 水
学んだことを

交流会 1.5 1.5 交流会
伝える

11 24 水 自分を見つめる 交流会 3 交流会ふりかえり 科箆選択(本際査)について

11122 

12 水 将来を宥える③ 2 これからの校舎を考える

12 B 水
何を学ぶか、

持関割を考える② 2 科医選択の見直し・個別得級
どう生きるか

12 11 土 時刻書唱を宥える③ 2 {免許更新田町宮]終醤入力・ライフストーリーの見直し

12 15 水 ライフプラL① z ライフプランの書き方について

12 水
1年間を

ライフブラシ③{宛表会1) 3 クラス(グループ)発表会(1回程)
総憶する

26 水 ライフプラン③{宛裏金2) 3 クラス(学年)f普段会(2窃目)

ーー
学 2 2 水

社会の中で
環境と虚象① 3 E車場と盗.③

期
生きること

2 s 水 環混と産業② 3 環耳障と盛.②

2 16 水 研究大会穆鎌 1.511.5 発表会調...・

2 19 土
1年間を

将来を考える④ 2 卒業生と樋る会

会
~絡する

五時究大会 .It聖士会と人間成果郷里量会2 25 1.511.5 

3 z 水 1年聞を.り返る 1.511.5 免疫金銀り返り/アンケート.11

19.5 16.5 

年間縄問敏 50.5 59.5 
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